
揖斐郡養護教諭部会

「生涯にわたり主体的に健康な生活をつくりだす子の育成」

～高い危機管理意識をもち、養護教諭の専門性を生かした保健活動の在り方～
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３ 願う子どもの姿

２ 揖斐郡の子どもの実態
〇感染症予防に関する基本的な知識を理解し感染症予防を
　 実行することができる。
●継続的に、実行し続けられない衛生習慣がある。

●周りの仲間や家族にまで働きかける力は弱い。

・主体的に自らの健康づくりを行うことのできる児童生徒

・身の周りの人々の健康にも意識をもち、働きかけることの

　できる児童生徒
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４ 研究仮説

　養護教諭が専門性を生かし、高い危機管理意識をもっ

て組織的に保健活動を推進すれば、主体的に自らの健康

づくりを行いながら、身の周りの人々の健康にも意識を

向けた働きかけを行うことのできる子を育成することが

できる。
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５ 研究内容

組織活動
（３）身近な人々に発信し、健康の保持増進への
       寄与を目指した組織活動（委員会活動）（大野町）
                   

情報を発信する力

保健指導

（２）自分自身の健康問題に気付き、主体的な解決を
    目指した個別指導（揖斐川町）
                  

（１）学んだことを活用した主体的な健康づくりを
　　　　目指した集団指導（池田町）
                   

情報を理解し活用する力
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６ 研究実践
（１）学んだことを活用した主体的な健康づくりを目指した集団指導

集団の
課題の把握

実態把握
集団指導
（町統一）

基本的な
知識の確認

評価

指導の効果
児童生徒の
変容の把握

集団指導

課題に
焦点化した

指導
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町統一の指導用資料の作成

町統一の指導用資料

「ウィルスに負けないからだづくり」の作成

感染症予防に必要な知識

手洗い

ソーシャル

ディスタンス　など

ワクチンへの

不安感

興味・関心
予防接種

抵抗力　など

児童生徒が

考えるチャンス！
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生活リズムは、
コロナ予防にも
関係するのか！

さらなる
保健指導へ

「ウィルスに負けないからだづくり」の指導
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抵抗力を高めるための保健指導
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生活リズムチェックの結果による評価

健康
感染症予防

生活
習慣

生活習慣

具体的な目標
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（２）自分自身の健康問題に気付き、
   主体的な解決を目指した個別の保健指導

集団指導
・集団指導後の事後指導
・健康相談活動
・保健室での対応・指導

個別指導

◎集団指導では解決できない、個別性の高い
　 課題について、改善を促すための指導支援。
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③個別指導の実施 （実践事例：小学校）

「敏感肌でアルコール消毒ができない小１児童の指導」

＜実態＞　

     ・アンケート　　「頭痛がよく起こる」と回答
　  ・個別の聞き取り　「手荒れがひどく、消毒がしみてできない」
                                                

＜保健指導の目標（目指す子どもの姿）＞

・手指衛生の必要性を意識し、自分の体調に応じた予防行動がとれる子。

・コロナウイルス感染に対する不安を軽減する。

困り感
不安
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　個別指導の展開

           ＊学級での手洗いの集団指導後
＜指導①＞  手洗いチェッカーを使った指導（昼休み）

＜指導③＞ 定期的な声掛け

      ・手のケア方法や消毒液の使用について確認。

　　　　　     ・手の状態を見る。手洗いの様子を観察。  

＜評価＞ 生活習慣記録を活用した指導（半年後）

　　　　　　　 取り組む項目に「手洗い」や「ハンカチ」を設定      「手荒れがなくなって
きたよ」
頭痛もなくなってきた　　　

＜指導②・評価＞ 養護教諭による確認と評価（１か月間）
        手洗い時の様子を見届け、出来ていたら褒める。

＜支援と連携＞ 頭痛を訴えてきた時の対応について保護者と相談し、
　　　　　　　　共通理解をする。

          ☆冷やす ☆別室でマスクを外してリラックス     

・手の状態が良いときは
　　　　　　　一緒に喜ぶ。

・手洗いやケアができて　　
　　　　　　いたら褒める。
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実践事例：小学校

　＜総合的な評価＞

 【保護者による評価】 
  ・アンケートに回答してもらう。
　　　　・児童の変容　・今後の指導についての要望

保護者

【児童自身の評価】
 　・感染症予防についてのアンケート結果から

児童

　・ 外から帰ってくるとしっかり手洗いができるようになり、　
　　外出先でも消毒を忘れずにするようになった。手荒れが
　　ある時も、自分でしっかりケアができています。　でを
するた。手荒れがある時も、自分でしっかりケアができています。 

  感染症に関するアンケートの結果より

【学校医による評価】
  ・健康診断時に児童の手指の状態を診てもらう。

　・指導資料について、専門的立場から指導してもらう。

学校医

コロナウイル
スについて

石けんで手
洗い・消毒

密に
ならない

抵抗力を
　　つける
　（運動）

困っている
こと・

つらいこと

3年度
　　2学期
（指導前）

名前だけ
知っている

いつも
している

していない していない

 
マスクで
頭が痛い

4年度6月
（指導後）

どのような
病気か

説明できる

いつも
している

あまり
していない

いつも
している

なし

紀要 P30



R４：個別指導実施前に
    学校医による集団指導実施

保護者コメント

目標 
就寝・起床時刻

今後の睡眠習慣で
意識したいこと

メモ

授業で使用した
ワークシート

全校対象の睡眠指導
３年生教室：
 西脇健太郎先生による講義
１・２年生教室：
 リモート配信（Teams）

③個別指導の実施 （実践事例：中学校）

【ICTを活用した指導】

「早寝早起きが十分にできていない生徒への指導」

・良い睡眠は、大人にも大切で、改めてスマホの使
 い方も考えなくてはいけないなと思いました。
・しっかり睡眠をとって、この夏を元気に過ごすこ
 とができるといいです。そのために、夕方からの
 時間の使い方を考えて過ごせるとよいと思います。

・部活などで積極的に運動し、ベッドに入ったらすぐ 
 寝るようにして、次の日に備えたい。
・寝る時はできるだけスマホを枕元に置かないように
 したい。
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③個別指導の実施 （実践事例：中学校）

集団指導後⇒個別指導実施
【ICTを活用した指導】

「早寝早起きが十分にできていない生徒への指導」

1セット目 ２セット目

★知識の確認
★常時閲覧可

★目標の設定
★自己評価
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質問１

質問２

質問３

質問４

質問５

質問６

新型コロナウイルス感染症の予防方法(三密を防ぐ、手指衛
生、マスクの着用等（以下：感染症予防）)を知っていますか。

保健委員会（や係の人）は、感染症予防について呼びかけ
や連絡などで働きかけをしていましたか。

あなたは、感染症予防ができていますか。

あなたは、友だちや家族が感染症予防が十分にできていな
いときに、教えてあげることができますか。

保健委員会の感染症予防の働きかけは、みんなの健康のた
めに効果的だったと思いますか？

感染症予防の働きかけに対して、応えようと思いましたか？

新型コロナウイルス感染症の予防に関するアンケート

 保健室経営計画の作成
 委員会活動の位置付け

（３）身近な人々に発信し、
   健康の保持増進への寄与を目指した児童生徒の組織活動

Plan

Do

Action

Check
   児童生徒保健委員会
   活動の実践

やってよかった！
もっと伝えたい！

 委員会対象・全校対象
 アンケートの実施
 委員会ノートの活用

次回の計画・活動へ反映
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学校薬剤師との連携による感染症予防の動画発表

アクセス 発信      活用

ICTを用いた調べ学習 全校への発表学校薬剤師との勉強会

自信

対角線上に窓や扉を
開けると効果的に換
気ができますよ。

こういうことですか？
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児童生徒の参画を目指した学校保健安全委員会の運営

児童保健委員会の活動報告

学校保健安全委員会

学校三師の先生、保護者との
意見交流、ご指導・ご助言

やってよかった！
来年も続けよう！
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アンケートを活用した児童生徒保健委員会活動の評価、分析

自己評価

他者評価

委員会活動における意識調査
～活動前後にアンケートを実施～

全校児童生徒の健康への意識

責任感・自己有用感

新型コロナウイルス感染症の予防
に関するアンケート

Check

Action
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アンケートを活用した児童生徒保健委員会活動の評価、分析

町全体

みんなの健康の保
持増進のために呼
びかけをすること
は大切だと思いま
すか？

委員会活動を通し
て、みんなの健康の
保持増進のために呼
びかけをすることが
できますか？

委員会で決められ
た仕事以外に、みん
なの健康のために
呼びかけを行うこ
とがありますか？

みんなは、自分の
呼びかけに応えて
くれていると思い
ますか？

自分の呼びかけが
みんなの健康につ
ながっていると思
いますか？

１回目 3.82 3.26 2.92 3.06 3.28

２回目 3.88 3.45 3.19 3.43 3.59

変化 +0.06 +0.19 +0.27 +0.37 +0.31

活動前

活動後

意識 発信力 主体性 自己有用感

委員会活動における意識調査
～活動前後にアンケートを実施～

調査対象：大野町内小中学校
     保健委員会児童生徒 
調査人数：１２５名

自己評価

自己有用感
の向上

主体的に
他者へ
発信
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５３.２％ 
   教えられる 

８１.３％ 
  教えられる

 アンケートを活用した児童生徒保健委員会活動の評価、分析
全校アンケートの実施

 働きかけをしていなかった 働きかけをしていた

調査対象：
大野町内小学校（高学年）中学校（全校） 
調査人数：９５４名

他者評価

約30％の差

質問６
あなたは、友だちや家族が感染症予防が十分にできていないときに、教えて
あげることができますか。

質問２ 
保健委員会（や係の人）は、感染症予防について呼びかけや連絡などで
働きかけをしていましたか。

全校児童生徒の
健康意識の向上

主体的に
他者へ
発信
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 アンケートを活用した児童保健委員会活動の評価、分析

小５「委員として呼びかけができた。保健委員会
じゃなくても、これからも呼びかけていきます！」

委員会活動を経て…
子どもたちの声

中３「保健委員として呼びかける力がついた。」

自
信
・
意
欲
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 まとめ        

段階的な
指導

保健委員による
全校への働きかけ

ICTの活用

学校保健安全委員会
学校三師との連携

価値づける
声かけ

自己有用感
の向上

健康意識の
向上

主体的に
他者へ
発信

紀要 P34



７ 揖斐郡養護教諭部会の成果

〇三師会と連携した集団・個別の保健指導を行っ
たことで、健康課題に対し、主体的に解決しよう
とする態度を育むことができた。

〇委員会の働きかけを受けた児童生徒は周りの
人々へと健康の輪を広げることができた。

〇実践を共有することで、揖斐郡全体の健康教
育に関するベースアップを図ることができた。
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７ 課題

●今後も指導改善に努めるとともに、継続
的な見届けと支援を行っていく。

●委員会活動において、モチベーションの
維持や自主的な活動の高まりにつながる
ように、活動内容をさらに工夫していく。
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